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旧日本生命保険株式会社九州支店における煉瓦材料試験 

  

●種別：材料試験［木材・煉瓦・鉄・コンクリート・その他］、重量測定、 

要素試験［接合部・軸組・壁・水平構面（床・天井・小屋組・屋根）・非構造部材・その他］、 

補強性能試験［接合部・軸組・壁・水平構面（床・天井・小屋組・屋根）・非構造部材・その他］ 

 

●基本情報 

文化財名称：旧日本生命保険株式会社九州支店 

文化財種別（指定年月日）：重要文化財（昭和 44 年 3 月 12 日） 

所在地：福岡県福岡市中央区天神一丁目 15 番地 30 号 

所有者（管理団体）：福岡市 

構造形式：煉瓦造、建築面積 281.8m2、二階建、地下一階、中央部塔屋付、銅板葺、 

ドライエリヤ煉瓦塀附属 

建築年：明治 42 年(1909) 

事業名称：重要文化財 旧日本生命保険株式会社九州支店 耐震診断事業 

事業期間：令和元年 6月 3 日～令和 2 年 3 月 31 日 

工事種別：耐震診断 

事業者：福岡市 

設計監理：(公財)文化財建造物保存技術協会 

実験計画者：(公財)文化財建造物保存技術協会 

実験機関：大阪工業大学 

実験年月日：令和元年 11 月～12 月 

引用・参考文献： － 

 

●実験に至る経緯と目的 

 構造検討上必要となる、構造要素の力学的特性や材料特性などの物性を把握するため、

煉瓦や目地の材料の強度や組積体としての強度を実験的に調査した。 
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●姿図・寸法 

 

(1)煉瓦単体試験 

倉庫内に保管されていた煉瓦を使用 

 

①吸水率試験・煉瓦単体曲げ試験 
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②煉瓦単体圧縮試験 

・普通煉瓦 

 

 

・化粧煉瓦 
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(2)煉瓦要素試験 

 

①煉瓦要素圧縮試験 
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②煉瓦要素引張試験 
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③煉瓦要素せん断試験 

・軸力なし 
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・軸力あり 
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●実験方法 

 

(1)煉瓦単体試験 

①吸水率試験 

吸水率については、JIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）に従うものとする。試

料を 105℃～120℃の空気中で 24 時間乾燥し、室温まで放冷後、秤量しこれを乾燥質量ｍ1

（g）とする。この試料を直ちに 20±5℃の水中に 24 時間静置する。試料上部と水面間の距

離は、50～60mm とする。これを水中から取り出し、手早く湿布で表面の水分をぬぐい取り、

直ちに秤量し、これを飽水質量ｍ2（g）とする。 

ａ＝（ｍ2-ｍ1）/ｍ1×100（％） 

 

②煉瓦単体圧縮 

JIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）に従うものとする。 

下図に圧縮試験装置の概要を示す。圧縮試験は，1000kN 万能試験機を用いる。ロードセ

ル（1000kN 用）と球座間に供試体を設置するが，供試体の上下面には支圧板が設けられて

いる。なお，支圧板と接する供試体の上下面は，高強度の石膏によって不陸調整がなされ

ている。また，供試体各側面において，支圧板間に摺動型変位計（感度：1000 μ / mm）

を設置し，その圧縮変位計測値から圧縮ひずみ度を算出する。 
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③煉瓦単体曲げ 

下図に曲げ試験装置の概要を示す。試験は，1000kN 万能試験機を用いる。支点間距離を

180mm（供試体の厚さの約 3 倍）とし，平面を加圧面としてその中央に集中荷重を負荷する

1 点載荷曲げ試験とする。なお，荷重点および支点位置は，高強度の石膏による不陸調整を

行い，50φのシャフトピンによって供試体を支持および加力する。 

 

 

(2)煉瓦要素試験 

①煉瓦要素圧縮 

下図に圧縮試験装置の概要を示す。圧縮試験は，1000kN 万能試験機を用いる。ロードセ

ル（1000kN 用）と球座間に供試体を設置するが，供試体の上下面には支圧板が設けられて

いる。なお，支圧板と接する供試体の上下面は，高強度の石膏によって不陸調整がなされ

ている。また，供試体各側面において，支圧板間に摺動型変位計（感度：1000 μ / mm）

を設置し，その圧縮変位計測値から圧縮ひずみ度を算出する。 
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②煉瓦要素引張 

 試験体には、φ80mm×100mm 程度の円柱形で、1 本の目地がそれぞれの底面の円の中心を

通るものを用いる。 

 試験方法は直接引張試験とし、予め試料ごとに試験体の長さ、幅、目地の幅を計測する。

円柱の側面に治具を接着し、引張治具を介して引張力を加え、試料が破壊した時の最大荷

重 eＰtm を引張強度とする。 

 

 

 

 

 

③煉瓦要素せん断 

下図にせん断試験装置を示す。供試体は目地が水平となるように設置し，煉瓦上部と下

部にそれぞれ治具を設置して，軸力を負荷する場合はオイルジャッキ（300kN 用）によって

ロードセル（500kN 用）および球座を介して目地に直角となるように所定の圧縮力を負荷し

た後，目地に水平な荷重を載荷する。なお，軸力を負荷しない場合は，球座を取り外した

状態で水平力を負荷する。 
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●結果 

 

(1)煉瓦単体試験 

①密度・吸水率試験（普通煉瓦） 

 

 

②煉瓦単体圧縮 

・普通煉瓦 

 

・化粧煉瓦 

試験に用いた化粧煉瓦は当初の煉瓦ではなく，補足のために後から製作されたものと

考えらえる 

 
 

③煉瓦単体曲げ（普通煉瓦） 
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(2)煉瓦要素試験 

 

①煉瓦要素圧縮 

 

 

②煉瓦要素引張 

 

 

③煉瓦要素せん断 

・軸力なし 

 

・軸力あり 

 


